
1.00 1.05 1.30 1.35 1.40 0.151.10 1.15 1.20 1.25 0.2 0.3 0.4 0.51.50 0 0.1 2.01.4 1.5 1.6 1.71.0 1.1 1.2 1.3 1.8 1.90.6 0.7 0.8 0.9
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種子や幼植物の同定に際しては、本マニュアルのほか、以下の文献も参考にしてください。これ

らはいずれも一般的な図鑑類で、入手も容易です。なお、本マニュアルの執筆にあたってもこれら

の文献を参考にしましたが、引用箇所は個別に示していません。 
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モトタカサブロウ→タカサブロウ

ヤエムグラ・・・・・・・・・・・・・ 47,62

ヤナギタデ・・・・・・・・・・・・ 24,53,62

ヤハズエンドウ→カラスノエンドウ

注）斜字は本文中の説明のみの草種
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